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脳神経回路の形成・
動作原理の解明と
制御技術の創出

脳神経回路

【研究開発目標】
神経細胞ネットワークの形成・動作
の制御機構の解明

小澤 瀞司
高崎健康福祉大学健康福祉学部
教授

　本研究領域は、脳神経回路の発生・
発達・再生の分子・細胞メカニズムを
解明し、さらに個々の脳領域で多様な
構成要素により組み立てられた神経回
路がどのように動作してそれぞれに特有
な機能を発現するのか、それらの局所
神経回路の活動の統合により、脳が極
めて全体性の高いシステムをどのように
して実現するのかを追求します。また同
時に、これらの研究を基盤として、脳神
経回路の形成過程と動作を制御する技
術の創出を目指します。
　具体的には、神経回路の構成素子
である神経細胞及び神経回路の形成・
動作に大きな影響を与えるグリア細胞
の発生・分化・再生・標的認識・移動
に関する分子機構の解明、特異的発現
分子や蛍光タンパク質を用いた特定神
経細胞の可視化／多数の神経細胞の
活動の同時記録／ケージド化合物によ
る局所刺激法等の新技術の結集による
神経回路の動作様式の解明、モデル動
物を用いたネットワークレベル／システム
レベルの研究と分子・細胞レベルでの
シナプス伝達の調節機構との研究の組
み合わせにより脳の高次機能とシナプ
スの機能変化との関連を明確にする研
究、臨界期や障害後の神経回路再編
成のメカニズムの解明とそれらの制御
法に関する研究、などが含まれます。

感覚情報を統合する
高次神経の回路構造と
機能のシステム解析

大脳皮質の 
機能的神経回路の
構築原理の解明

霊長類の大脳 - 小脳 -
基底核ネットワークに
おける運動情報
処理の分散と統合

海馬神経回路形成に
おける細胞接着分子と
関連分子の機能と 
作用機構

神経細胞の個性が
つくる神経回路と
セルアセンブリ

中枢神経障害後の
神経回路再編成と
機能回復の
メカニズムの解明

言語の脳機能に
基づく神経回路の
動作原理の解明

サル大脳認知記憶
神経回路の
電気生理学的研究

可塑的神経回路を
支えるシグナル伝達の
分子基盤解明と制御

生体内シナプス長期
再編における 
グリア―シナプス
機能連関
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